
9 新 てっぼうゆり

定植時期と収穫期の関係を表 1に示し

たが、これより4輪 花以上や第 2次花梗

数が減少し、品質も向上する。

球根重と花数には相関があり、小球で

は一輪化の割合が高くなるため、北沢系

早生では30夕、中生40夕、晩生50夕以下

の球根は使用せず、秋に定植する。

(1)背 景とねらい

2年球の開花調節

(園試 野 菜花き部)

表 1 新 てっぽうゆりの定植時期と収穫期

品  種 定 植 時 期 収  穫  期 作 型 適応地域

北  沢

(早生)

5月上～中旬

6月上旬

6月中旬

7月上旬

7月 中旬

7月下旬～8月上旬

8月上旬～中旬

8月 中旬ヽ下旬

9月上旬～中旬

9月 中旬～10月上旬

露  地 県 下 全 域

中南部地域

封ヒ    」R

(中生)

5月 上～中旬

6月上旬

6月中旬

7月 上旬

7月中旬

7月下旬～8月 中旬

8月上旬～下旬

8月 中旬～9月上旬

9月上旬～下旬

9月下旬～10月中旬

露  地 県 下 全 域

中南部地域

北  沢

(晩生)

5月上ヽ中旬

6月上旬

6月中旬

7月上旬

8月上旬～下旬

8月下旬～9月上旬

9月上旬～9月 中旬

9月中旬～10月上旬

露 地 県 下 全 域

中南部地域

新てっぽうゆりは、てっぼうゆりの出荷が少ない 7月 ～10月に出荷されることや、てっぼう

ゆりの球根代の高騰および育種の進歩による切花品質の向上等による高価格から本県でも生産

が増加しつつある。

この新てっぽうゆりは、実生からの繁殖で、播種後 1年以内に収穣できる特徴があり、 1年

目は7月から霜の降る頃まで収穫が続くが、2年 目は7月上旬から8月 中旬に開花が集中し、

切花価格が低下する。

この収穫期のピークをずらす方法として、球根冷蔵による開花調節の可否を検討した結果、

定植時期をかえることにより、開花期を調節することができ、切花品質も向上することが認め

られたので参考に供する。

(2)技 術内容

① 定 植時期と収穫期の関係は第 1表のとおりであるが、この技術を実施することにより、4

輪花以上や第 2次花梗数が減少し、茎の太さもやや細 く、節問も短かく、品質も向上する。

② 球 根の選別

球根の重量 (根を含む)と 花数は高い正の相関がみられ、小球は 1輪花の割合が多くなる

ため、北沢系早生では30夕、中生では40夕、晩生ではm夕 以下の球根は使用せず、秋に定植

するのがよい。

(3)指 導上の留意点

① 球 根の貯蔵方法

1年目の切花終了後の球根を11月に堀り上げ、根を除き、ピートモス (水分60%前 後)と
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共に図のように詰め、冷蔵庫 (0± 1℃ )内 に貯蔵する。

ビニー ル

木   箱

ピートモス

球   根

② 栽 培法

1)覆 土は球根の 2～ 3倍とする。

2)植 付後は十分潅水し、乾燥防止のためしきわらをしく。

3)そ の他、栽培法は慣行の栽培法に準ずる。

(4)試験成績の概要

① 試 験課題名  新 てっぽうゆりの抑制栽培

② 試 験年次および場所

昭和54～ 55年  岩 手県園芸試験場 野 菜花き部

③ 試 験方法

1)供 試条件

昭和 54年  定 植時期 5月 12日、 16日、 6月 2日 、 16日、 7 月` 2日 、
16日、 8月

2日 、 16日 、据置

昭呑口55年 〃  6月 16日、 7月 2日 、 16日、 8月 2日 、 8月 2日 (保温)、

8月 19日 (保温)、 秋植え替え、据置

注)昭 和55年8月 2日、19日区は、1/2,ooo aワグネルポットに3球植えた。保温区
は

9月 27日に無加温大型ファイロンハウス内に移動した。秋植え替え区は、昭和54年11

月16日に掘り上げ、11月20日に植え付けた。

2)耕 種概要

は種期

定植期

掘り上げ期

昭和 5 4 年 : 昭和 5 2 年1 2 月 1

昭和 5 5 年 : 昭和 5 2 年1 2 月抑

昭和 5 3 年5 月 2 2 日

日

　

日

昭和 54年 :昭 和 53年 11月 22日

昭和 55年 :昭 和 54年 11月 16日

貯蔵方法

木箱にポリビニ
ールをしき、その中にピ

ートモスと共に球根を詰め、冷蔵庫

(0± lC)内 に翌年の定植時期まで貯蔵した。
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施肥量 (10a当 り、し)

定植 1年 目 基 肥  堆 肥 3,oo0

N-9 P205~48 K20~9

(CDU燐 加安-60、 苦土重焼燐 -110)

追,巴  N-10 P20s~2.6 K20~10

(燐硝安加里 S646-62.6)

定植 2年 目以降

基月巴  N-9 P205~9 K20~9

(CDU燐 加安-60)

④ 試 験結果

昭和 54年

1)開 花状況

各系統とも枯死株を除けば、6月 16日までの定植では 100%の 開花株率であったが 7月

2日 、16日定植区は70%前 後で、8月 2日 以後の定植区は極端に低下し、早生系でかずか

に開花した程度で、中生 ・晩生系は全く開花しなかった。ブラインド数、がく割数において

は、一定の傾向は認められなかった。

なお、lo月上旬から葉枯病が多発し、10月 9日 で調査を打ち切った。 (第 2表 )

2)時 期別収穫本数

各系統ともに定植時期が遅くなるにつれ、開花期も遅れた。

据置区では早生系は7月 中旬、中生系は7月 下旬、晩生系は8月 上旬に開花最盛期とな

るが、定植時期をずらすと、各々10月上旬まで開花が抑制された。定植から収穫までの日

数は、各定植期ともに早生系が短かく、中生 ・晩生の順に長くなった。また、早生 ・中生

系は6月 2日 定植区、晩生系は6月 16日定植区が最も短かく、それより早い定植でも、遅

い定植でも長くなる傾向がみられた。 (第 3表 )

3)切 花品質

車丈は各系統ともに据置区が高く、早生系以外は定植が遅くなるなど低くなる傾向であ

った。また各定植時期とも晩生系が高かった。茎の太さは各系統とも据置区が太く、各定

植時期とも晩生系が太い傾向がみられた。葉数 (止葉以下 1″ 当り葉数)は 、各系統とも

据置区が少なく5月 2日 、 7月 16日定植以外は早生系が少なかった。業の大きさは、各系

統ともに定植が遅くなるほど小さくなる傾向であった。第 2次 花梗数は各系統ともに据置

区が多かった。花数は各系統ともに据置区が多く、定植が遅くなるほど少なくなる傾向で

あった。また 7月 16日定植区以外は中生系が少なかった。花数別本数割合は、各系統とも

に据置区は4輪 以上の占める割合が多く、早生 ・晩生系が60%、 中生系が44%で あった。
(第 4表 )

昭和 55年

1)開 花状況

各系統ともに7月 16日までの定植区および秋植え替え区、据置区ではブラインド株 ・枯

死株を除けば 100%の 開花株率であった。

- 2 0 2 -



8月 2日定植区では、低温のため中 ・晩生系は全く開花できなかったが、早生系は80%

程度収穫可能であった。 8月 2固定植 (保温)区 では早
・中生系はブラインド株を除けば

100%の開花株率であったが、晩生系は大部分が収穫できなか
った。 8月 19日定植 (保温)

区では、中生系で若子の開花株がみられた以外は、各系統とも全く収穫できなか
った。低

温のためつぼみがいたみ、全く商品性が失なわれたのは無保温区では、11月20日 (最低気

温-30℃)、 保温区では12月10日 (ハウス内最低気温
-4.5C)で あつた。ブラインド数、

がく割数では一定の傾向は認められなかった。 (第5表 )

2)出 蓄および収穫期

各系統ともに出蓄日および収種日は、定植時期がおそくなるにつれ、遅れたさ定植から出

菅までの日数において、8月 2日までの定植では、早生系で40～ 44日、中生系で 47～

50日、晩生系で 57～59日と、定植時期による差は少なかった。 8月 2固定植 (保温)区

の晩生系は74日と長くかかっているのは調査個体が少ないためと思われる。また8月 19日

定植 (保温)区 では各系統ともに極端に長期間を要した。本年の場合、無保温区では9月

16日、保温区では10月4日 までに出替した株が収穫可能であった。

出替から収穫までの日数は、定植時期が遅くなるほど長くなる傾向がみられ、早生
・中

生系の7月 16固定植、晩生系の 7月 2日定植までは30日前後と秋植え替え区、据置区と同

程度であったが、それ以後の定植では40日以上を要した。

定植から収穫までの日数においても、定植時期が遅くなるほど長くなる傾向がみられ、

早生系が短かく、中生系 ・晩生系の順に長くかかった。 (第6表 )

3)切 花品質

草丈は各系統ともに秋植え替え区、据置区が高く、早生
・中生 ・晩生系の順に高い傾向が

みられた。

基の大さ、業数、生体重でも同じ傾向がみられ、花数別本数割合においても各系統とも

に秋植え替え区、据置区は4輪以上の占める割合が多いのに対し、6月 16日
～ 8月 19日定

植区は 1～ 3輪花の割合が増加した。

第 2次花梗数は、各系統ともに秋植え替え区、据置区が多かった。

節間長、葉の大きさについては、
一定の傾向は認められなかった。

また、球根の重さが切花品質におよぼす影響は大きく、草丈 ・茎の太さ・業数
・花数 ・

生体重と高い正の相関が認められた。 2～ 3輪花の割合を多くするためには、回帰直線式

より、早生系で 30～ 70夕 、中生系で 40～ 75夕、晩生系で50～ 70夕の球根を使えばよ

いことになる。 (第8表 ・第 9表 。第 1図)

以上 2ケ年の試験結果、球根冷蔵による開花調節は可能で、据置栽培では7月上旬から8月

中旬に開花が集中するが、定植時期をかえることにより露地で10月下旬、さらに
パイプハウ

スなどによる保温により、11月中旬頃まで開花を抑制することができた。また切花品質にお

-203-



いても1輪花が多くなるが商品価値の低い4輪花以上のものが減少し、第2次花梗数も滅る

ことから、実用性は十分あるものと思われる。

(5)主 要成果の具体的データ

昭和 54年

表2  開 花状況

系

統
開花株率 未開花株率 枯死株率

1茎当リブ

ラインド数

1茎 当 り

が く割数

早

生

5月 2日 定植

5″ 16〃 ″

6″ 2〃  ″

6″ 16″ ″

7″ 2″  ″

7″ 16″ ″

8″ 2〃  ″

8″ 16″ ″

据  置  区

100

100

83

100

67

67

25

100

3 3

3 3

7 5

1 0 0

17

0.04

0.05

0 . 1 6

0 。1 9

0 , 1 5

0

0

0,04

0

0

0

0

0.08

0

0

0 . 0 1

中

生

5月 2日定植

5″ 16″ ″

6″ 2″  ″

6〃 16″ ″

7″ 2″  ″

7″ 16〃 ″

8″ 2″  ″

8″ 16〃 ″

据 置  区

83

100

100

100

75

67

100

25

25

100

100

17

8

0.20

0.09

0

0

0

0 . 1 0

0.05

0。

0,05

0

0

0.10

0

0 . 0 1

晩

生

5月 2日 定植

5〃 16〃 ″

6″ 2〃  ″

6″ 16″ ″

7″ 2″  ″

7″ 16″ ″

8〃 2″  ″

据  置  区

100

1 0 0

1 0 0

1 0 0

6 7

6 7

1 0 0

25

33

100

8

０

０

０

０

０

０

0:07

０

　

０

　

０

　

０

　

０

　

０
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表3  時 期別収穫本数割合

系

統

項 目

試験区

7   月 8    月 9    月 10月 平 均

収穫日

(月・日)

か
穫
の
数
＞

植
収
で
　
日

定
ら
ま
日
＜

3 ～

1 0 日

1 1 ～

2 0 日

２

　

　

３
E

1

10日

1 1 ～

2 0 日

2 1 ～

3 1 日

1 ～

1 0 日20日

2 1 ～

3 0日

1 ～

9 日

早

生

5月 2固 定植

5 ・ 1 6   〃

6 ・ 2   〃

6 ・ 1 6   ″

7 ・2  〃

7 ・ 1 6   〃

8 ・ 2   ″

8 ・ 1 6   ″

据 置  区 13.4 58.2

０

　

　

６

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

４

銑
　
５２
．　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
独

4 . 0

47.4

100.0

38.1 6 1 . 9

1 5 . 469.2 1 5 . 4

4 6 . 230.8 囲.0

100.0

7.27

7 . 3 1

8 . 4

8 . 2 1

9 t 6

9.23

1 0 . 9

7 . 1 6

8 6

7 6

63

66

6 6

69

6 8

中

生

5月 2日 定植

5 ‐ 1 6   ″

6 。2  ″

6 ・ 1 6   ″

7 ・ 2   ″

7 ・ 1 6   〃

8 ・ 2   〃

8 ・ 1 6   ″

据 置  区 1.7 20.0

０

　

　

６

５

　

　

３

６

　

　

１

60,0

1 5 . 0

72.7

1 8 , 2

13.3

2 0 . 0

9 . 1

8 1 . 8

6 . 7

4 . 6

60.0

3.3

33.3

25,0 卸, 0

1 2 . 5

25.0

1 2 . 575.0

8 . 2

8 . 5

8 。1 3

8.23

9 . 1 7

1 0 . 3

7.25

9 2

81

72

73

77

7 9

晩

生

5月 2固 定植

5 ・ 1 6   〃

6 ・2  ″

6 ・ 1 6   ″

7 ・2  〃

7 ‐ 1 6   〃

8 ・ 2   〃

据 置  区

4. 0

7.1

76.0

2 4 . 0

80.4

8, 0

72.0

4.8

12.5

1 2 . 0

4 . 0

8 1 . 0

2 2 . 2

1 4 . 2

7 . 8

7 , 761.5 拓.1

9.1

7 . 7

9 0 . 9

8 , 9

8 。1 3

8.26

9 . 2

9.20

1 0 . 8

8. 5

9 9

8 9

笛

78

8 0

8 4
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表 6  切 花品質

系

　

統

項  目

試験区

草 丈

(筋 )

勤雑碗

葉 数

(枚)

業の大きさ研 花 数 別 本 数 割 合 第 2 次

花梗数長 さ 巾 1輪 ”
輪

２

３

輪
上
４
以

平 均

早

生

5月 2固 定植

5  , 1 6   ″

6 ・ 2   ″

6  ・1 6   ″

7 ・ 2   〃

7 ・ 1 6   イ

8 ・ 2   〃

8 ・ 1 6   ″

据 置  区

8 6 . 8

断. 1

8 9 . 8

9 5 . 2

7 6 。7

7 8 . 5

9 2 . 7

1拠. 8

7 . 1

7 . 3

7 . 2

7 . 0

6 . 0

6 . 2

7 . 9

9 . 6 351

7 0 , 2

6 0 . 5

6 6 . 3

6 4 , 0

8 0 。2

鶴. 7

8 2 . 0

1 3 . 1

1 5 . 5

1 4 . 0

1 5 . 9

1 3 . 3

1 1 . 4

1 2 . 8

1 9 . 7

ユ. 5

1 . 5

1 . 4

1 . 4

1 . 3

1 . 3

1 . 3

2 . 0

２８

４２

３７

鶴

６‐

，
４６

〇

一

８

5 2

42

6 3

4 8

31

4 6

100

3 3

20

16

0

14

8

8

0

5 9

2 . 3

2 . 2

1 9 9

2 . 2

1 . 8

1 . 7

3 . 0

4 . 2

0

0 . 1

0

0 . 2

0 . 2

0 。1

0 . 3

0 . 6

中

生

5月 2固 定植

5  ・1 6    〃

6 ・ 2   ″

6  ・1 6   ″

7 ・ 2   ″

7 ・ 1 6   ″

8 ・ 2   ″

8 ・ 1 6   〃

据 置  区

101.7

9 0 . 5

9 2 . 1

86`7

81.7

73.9

137.2

7 . 0

7 . 7

7 . 0

6 . 4

5 . 9

5 . 7

9 . 2

74.3

8 1 . 7

74.7

74.9

扱. 3

8 5 。1

5 8 . 8

1 5 . 0

1 5 . 4

1 3 . 8

1 4 3

1 1 . 1

9 . 4

1 7 . 6

1 . 7

1 . 5

1 . 6

ユ. 4

1 . 6

1 . 2

2 , 1

３０

５５

盟

卸

鶴

５０

20

御

冴

奄

郷

‐７

卸

3 6

10

18

0

0

0

0

4 4

2 . 1

2 . 2

1 . 6

1 . 3

1 , 3

1 . 5

3 . 6

0 . 1

0 。2

0

0 . 1

0

0

一
　

４０

晩

生

5月 2日 定植

5  ‐1 6    ″

6 ・ 2   ″

6  ・1 6    ″

7 ・ 2   ″

7 ・ 1 6   ″

8 ・ 2   ″

据 置  区

1 1 7 . 5

1 1 1 . 2

1 0 4 . 2

1 1 5 . 5

95.6

9 1 . 6

1 硝. 3

7 , 9

7 . 8

7 . 0

8 . 1

6 . 1

6 . 4

1 0 . 1

61.7

66.7

80,3

68.2

80.5

82.2

61.6

1 6 1 5

1 6 . 4

1 4 . 8

1 7 . 7

1 3 . 2

9 . 8

1 7 . 0

ユ, 7

1 . 7

1 . 6

1 . 7

1 . 5

1 . 1

2 . 0

36

36

4 8

17

61

73

9

乾

毬

毬

竹

３９

２７

31

12

16

5

6

0

0

6 0

2 . 2

2 . 2

1 . 8

2 . 4

1 . 5

1 . 3

4 . 8

0.

0 . 2

0

0 . 1

0

0

0 . 8

注) 車  丈 :止葉までの草丈

節間長 :最大節間長

業 数 :止業以下 1れ当り葉数 (1確未満のものは全葉数)

茎の太さ、葉の大きさ :茎の中央部を測定
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昭和 55年

表 5  開 花状況

系
　
統

項 目

試験区

花
　
率

開
　
株

未開花

株 率

ブラインド

株 率
枯死株率

1茎当リブ

ラインド数

1茎当り

がく割数

早

生

6月 16日定植

7月 2日 ″

7月 16日 ″

8月 2日 〃

″ (保温)

8月 19日 〃 ( ″ )

秋植え替え

据  置   区

100

100

100

聞

聞

∞

　

∞

17

100

17

0

0 . 1

0 . 4

0 . 2

0 。2

0

0 . 1

0 . 2

0

0

0

0

0

0

0

0

中

生

6月 16日定植

7月 2日 〃

7月 16日 ″

8月 2日 〃

〃 (保温)

8月 19日 〃 (〃 )

秋植え替え

据  置   区

側
　
飢
　
∞

100

17

9 0

100

67

83

6

33

10

0 。1

0 , 1

0 . 1

0 . 3

0

0

0 . 2

0 . 2

0 . 0 6

0

0

0

0

0

0

0.02

晩

生

6月 16日定植

7月 2日 ″

7月 16日 ″

8月 2日 ″

〃 (保温)

8月 19日 〃 (〃 )

秋植え替え

据  置   区

ｍ
　
ｍ
　
ｍ
　
　
　
‐７
　
　
　
側
　
ｍ

側
　
６７
　
∞

17

10

0 . 1

0 . 1

0 . 5

0

0 . 2

0

0 , 2

0 . 3

0 . 1 7

0

0

0

0

0

0

0
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表 6  出 菅および収穫日

系

　

統

項  目

試験区

平均出菅日

(月・日)

平均収穫日

(月‐日)

定植か ら出
替までの日
数  (日 )

出替から収
穫までの日
数  ( 日 )

定植から収
穫までの日
数  (日 )

早

生

中

生

6月 16固定植

7月 2日 ″

7月 16日 ″

8月 2日 ″

″  ″ (保温)

8 月1 9 日″ ( ″ )

秋植え替え

据  置   区

7.26

8 . 1 4

8.29

9. 13

9.12

10, 15

6. 17

6.17

8.22

9. 11

9.28

1 0 . 2 2

10.22

7.18

7.18

40

43

44

42

41

57

27

28

30

39

40

３

　

　

３

67

71

74

81

8 1

6月 16日定植

7月 2日 〃

7月 16日 ″

8月 2日 〃 (保温)

″  ″
( ″ )

8月 19日 ″

秋植え替え

据  置   区

8.  4

8. 19

9.  1

9。21

9.19

10.24

6.29

6422

9.  1

9. 16

10.  2

1 1 .  3

12.  5

7 . 3 0

7 . 2 3

49

48

47

50

48

66

28

28

31

45

42

31

31

77

76

78

93

108

晩

生

6月 16日定植

7月 2日 ″

7月 16日 〃

8月 2日 ″

8月 19日 〃

秋植え替え

据  置

(保温)

(″ )

区

8. 14

8.28

9 . 1 1

9 . 2 8

1 0 . 1 5

1 1 . 1 1

7.  3

6 . 3 0

9.  8

9,26

10.23

11.29

8.  3

8。  2

59

57

57

57

74

84

25

29

42

45

31

33

84

86

99

119
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表 7  時 期別収穫割合

系

　

統

項  目

試験区

7 月 8 月 9 月 10  月 11  月
‐２

月

1～

1 0 日

1 1 ヘ

2 0 E

2 1 ヘ

3 1 E

1 ヘ

1 0 E

1 1 ヘ

2 0 E

2 1 ヘ

3 0 E

1

10日

1 1 ヽ

2 0 日

2 1 ヘ

3 1 E

1 ～

1 0 日

1 1 ～

20日

2 1 ヽ

3 1 日

1 ～

1 0 日

早

生

6月 16固定植

7月 2日 〃

7月 16日 〃

8月 2日 〃

8月 19日 〃

秋植え替え

据  置

(保温)

(〃 )

区

７７
　
鶴

３

　

　

２

２

　

　

３

61 3 9

56 狙
　
‐８ 4 6 ２４

　

２０

‐２
　
幻
　
御

２０

　

４０

20

中

生

6月 16固定植

7月 2日 ″

7月 1 6日 ″

8月 2日 〃

″  ″ (保温)

8月 19日 〃 (″ )

秋植え替え

据  置   区

８

　
　
３２

５９
　
備

５

　

　

４

２

　

　

１

5 0 狙

　

１１

６

　

７９

　

‐２

●

　

抑

５

　

　

９２ 2 4 6

5 0 3 3 17

100

晩

生

6月 16日定植

7月 2日 ″

7月 16日 〃

8月 2日 ″

8月 1 9日 〃

秋植え替え

据  置

(保温)

( ″ )

区

鍋
　
４０

７

　

　

１

４

　

　

３

‐５
　
拓 3

鶴 ‐７
　
鍋 3 5 拓

　

６

５

　

あ 69

50 50
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系

　

統 誕
目較
　
碗

基の

太 さ
(m)

輔
長
の

業数

(枚)

葉の大きさ傷 石二数別】教割合 第 2 次

花梗数

生体重

( 7 )長 さ 巾 1 輪 ”
輪

２

３

4 輪
以上
平均

早

生

6月 16日定植

7月 2日 〃

7月 16日 〃

8月 2日 ″

″
(保温)

8月 19日 ″

(保温)

秋植え替え

据 置  区

9 6 . 3

1 2 0 . 6

1 0 1 . 9

9 1 . 0

8 2 . 4

1 2 7 . 4

1 3 6 . 9

7 . 7

8 , 2

7 . 6

7 . 6

7 。1

8 . 4

9 . 0

5 . 5

5 , 2

4 . 2

6 . 4

4 . 7

８

　
　
０

５

　
　
６

60.3

76.3

65.9

72.8

59.6

93.5

79.8

1 5 . 2

1 4 . 6

1 4 . 1

1 4 . 0

1 5 . 1

1 4 . 2

1 6 1 2

1 . 3

1 . 4

1 , 4

1 . 4

1 . 1

1 . 6

1 . 9

22

6

18

40

4 0

０

　

　

５

舒

　

拠

61

5 6

6 4

4 0

0

17

3 8

18

20

60

３

　
　
１

６

　
　
７

2 . 3

3 . 4

2 . 6

2 . 4

2 . 8

4 . 6

4 . 8

0.

0 . 3

0 . 2

0

0 . 4

９

　

　

２

０
．

上

112.2

156.7

112.9

114.2

85。2

193.8

触 .5

中

生

6月 16日定植

7月 2日 〃

7月 16日 〃

8月 2日 〃

〃
(保温)

8月 19日 ″

(保温,

秋植え替え

据 置  区
‐

1抑. 8

1 1 4 . 1

1 0 7 . 8

9 4 . 7

67.0

1 7 0 , 8

1 6 3 . 5

8 . 3

7 . 1

7 , 3

7 . 6

5 . 9

1 0 . 3

1 0 . 3

5 . 7

9 . 5

5 . 3

4 . 7

３

　
　
６

　
　
３

４

　
　
５

　

５

8 1 . 3

7 0 . 0

7 1 . 2

骸. 2

4 6 . 0

1 1 4 . 0

1 ∞. 7

1 5 . 9

1 3 . 9

1 2 . 9

1 6 . 1

1 3 . 1

1 5 . 9

1 5 . 5

ユ. 5

1 . 3

1 . 3

1 . 6

1 . 3

1 . 8

1 . 9

‐３
　
第
　
‐８

33

lCX〕

0

5

弱
　
鶴
　
拓

鶴

0

17

5

１

　

　

１

　

　

６

３

　

　

１

3 3

0

鶴

90

3 . 0

1 . 0

5 . 8

5 . 4

９

　
　
３

　

３

２

　

２

　

２

0 . 3

0

0 . 1

0

0

2 , 0

0 . 1

167.3

1 0 9 . 2

1 0 4 . 4

127.2

鶴.0

316.3

309.0

晩

生

6月 16日定植

7月 2日 ″

7月 16日 〃

8月 2日 ″

″
(保温

8月 19日 ″
(保温

秋植え替え

据 置  区

1 2 3 . 2

1 2 9 . 5

1 1 2 . 7

67.0

1 櫛. 2

1 8 2 . 5

7 . 5

7 . 7

7 . 8

4 . 9

1 0 . 4

1 0 . 6

5 , 3

5 . 9

5 . 7

4 . 8

7 . 6

8 . 1

鶴. 1

7 8 . 5

7 8 . 2

4 8 . 5

1 2 3 . 8

1 2 3 , 4

1 5 . 3

1 5 . 0

1 6 . 6

1 1 . 5

1 6 . 0

1 6 . 0

1 . 5

1 . 5

1 . 5

1 . 2

1 . 7

1 . 6

17

2 5

2 5

100

0

6

7 7

5 0

6 9

0

冴

3 5

6

2 5

6

0

7 3

5 9

2 . 2

2 . 7

2 . 7

1 . 0

5 . 9

5 . 9

0 。1

0 . 3

0 . 4

0

0 , 3

1 . 1

137.5

141.3

132.4

32.0

336.1

391.1

表8  切 花品質

注) 秋 植え替え、据置区は、生体重の重いものを株当り2本 (1本 だけの株は 1本)調 査

草 丈  : 止 葉までの草丈

節間長 : 止 葉直下の節間長

基の太さ、葉の大きさ :茎の中央部を測定
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表9  球 重との相関

開 花 日 草  丈 茎の大さ 葉 数 葉  長 花  数 切花重

早

生

6月 16日定植

7月 2日 ″

7月 16日 ″

計 ―

-0.3210

0.2744

-0.郷 43

米栄

0,7645

淋

0.7370

栄 栄栄

0 . 7 6 1 7

米米米

0.7357

☆耕

0 . 9 3 9 1

栄 料

0 . 8 9 1 9

串

0.8023

米綜
0.8147

栄栄米

0.8756

米 米栄

0. 8 0 4 5

栄 耕

0 . 7 錨

栄米米

0 . 7 卸

- 0 , 2 9 8 3

0.1162

- 0 . 1 1 4 0

紳躙　串秘　耕船　紳Ｍ

０

　

　

　

０

　

　

　

０

　

　

　

０

栄料

0.9289

米耕

0 . 9 2 2 6

☆耕

0。7676

栄栄米
0 . 8 2 9 4

中

生

6月 16日定植

7月 2日 ″

7月 16日 ″

計

0.∞68

-0.4826

-0.1964

0.4328

米

0 . 6 9 8 0

米米
0.7195

米米米

0.5077

耕錨　耕拠　耕側　串碑

０

　

　

　

０

　

　

　

０

　

　

　

０

米 栄米

0.7935

来

0.6216

0.3934

米 料

0.6031

0,3306

0 . 3 8 9 6

-0.1576

栄 業

0 . 6 4 4 1

料

0 . 7 4 0

栄

0.6347

栄栄栄

0.6170

栄栄 栄

0 . 9 0 0 4

米キ栄

0.鶴 33

米

0.5812

米綜

0.6777

晩

生

6月 16日定植

7月 2日 ″

7月 1 6日 ″

計

0 . 3 8 5 5

- 0 . 0 6 0 3

- 0 . 2 崎3

- 0 . 1 5 0 3

米

0 . 5 8 1 9

業

0 . 5 4 1 7

栄栄

0.4479

栄

0 . 6 冴 1

栄☆栄

0.8924

料

0 . 6 6 8 0

栄栄栄
0,7533

0 . 1 7 9 8

栄栄米
0.8598

0.4643

0`6240

米

0.5757

来
0.6723

0.0153

0.3154

0.2549

栄業キ
0.8406

栄 料

0.6899

米料
0.6182

0.3773

串

0 . 9 1 1 9

米料

0.8132

串

0.7945

(6)残 された問題点  、

① 定 植時の高温の影響 (固定ハウス利用の場合)

② 冷 蔵中のパッキング材料と水分の関係
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